
夜まで一緒に
申請書作り

　「匠」採択おめでとう
ございます。1年ほど前、
田邉代表取締役専務に
お会いした際「社員の励
みになる匠

4

を取得した
い」と話されたのが、お
付き合いの始まりです。
　その後、モノづくりへ
覇気を感じる工場を訪
問して、技術の中身を教
わりました。今年 6 月、
申請書〆切り近い日の
夜 8 時ごろ、私が事務
所にいると「じゃまする
よ」と言いながら、専務
が夜食の差し入れに現
れ、10 時過ぎまで一緒
に書類を作成したのを
思い出します。
（申請担当者 小田利広）

代表取締役専務 田邉 正秀さん（67歳） 写真＝後列中央
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技
術
力
の
高
さ
を
示
す
『
２
０
１
８
年
度
大
阪
も
の
づ
く
り
優
良
企
業

賞
顕
彰
制
度「
匠
」』を
申
請
し
ま
し
た
、㈱
天
吉
が
見
事
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
関
中
協
を
通
じ
、
大
阪
府
へ
匠
の
申
請
を
し
て
採
択
さ
れ
た
会

員
は
7
社
で
す
。
工
場
に
眠
っ
て
い
る
ス
ゴ
技
が
社
会
に
認
め
ら
れ
る
機
会

で
す
。
会
員
の
み
な
さ
ま
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

銅
、
真
鍮
と
硬
材
の
鉄
、
ス

テ
ン
レ
ス
ま
で
扱
い
ま
す
。

ア
ル
ミ
で
は
板
厚
０
・
８
ミ

リ
～
板
厚
５
・
０
ミ
リ
、
ス

テ
ン
レ
ス
で
は
板
厚
０
・
６

ミ
リ
～
３
・
０
ミ
リ
の
範
囲

ま
で
手
が
け
て
い
ま
す
。『
設

計
か
ら
金
型
製
作
、
手
動
と

自
動
機
を
使
っ
た
ヘ
ラ
絞

り
、
プ
レ
ス
加
工
、
切
削
加

工
を
育
て
る
「
技
能
集
団
」

を
目
指
す
企
業
で
す
。

高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

持
っ
て
次
の
峰
へ
挑
む

日
ご
ろ
か
ら
「
常
に
改
善

を
心
が
け
、
心
身
の
習
練
に

努
め
よ
う
」「
も
の
づ
く
り

を
通
し
係
わ
る
人
た
ち
と
喜

び
を
共
有
し
よ
う
」
な
ど
、

理
念
に
も
と
づ
く
モ
ノ
づ
く

り
、
技
能
形
成
に
よ
る
人
格

づ
く
り
を
社
員
に
促
し
て
い

ま
す
。

10
月
10
日
、
朝
礼
で
、
そ

の
日
の
作
業
指
示
書
が
各
自

に
渡
さ
れ
た
後
、専
務
が「
天

吉
へ
採
択
さ
れ
た
匠4

は
社
員

一
人
ひ
と
り
の
背
中
に
付
い

て
い
る
。
匠4

の
名
に
恥
じ
な

い
よ
う
、
今
日
も
仕
事
を
早

く
、
正
確
に
、
事
故
の
な
い

よ
う
心
が
け
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

強
み
は
技
能
集
団

㈱
天
吉
の
創
業
は
戦
後
復

興
期
の
昭
和
27
年
、
生
野
区

で
家
庭
用
の
ア
ル
ミ
ボ
ー
ル

や
洗
面
器
の
ヘ
ラ
絞
り
加
工

社
員
一
丸
、伝
統
の

〝
ヘ
ラ
絞
り
〟で
優
良
企
業
賞「
匠
」に
採
択

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
ア
ル
ミ
鍋
、
照
明
用
器

具
部
品
、
産
業
機
器
部
品
へ

と
拡
げ
て
い
き
ま
し
た
。

ヘ
ラ
絞
り
に
つ
い
て
朝
日

新
聞
２
０
１
７
年
12
月
16
日

付
け
大
阪
版
は
「
ヘ
ラ
棒
に

伝
わ
っ
て
く
る
振
動
と
金
属

が
発
す
る
音
の
変
化
を
体
感

で
感
じ
な
が
ら
体
重
を
繊
細

に
ヘ
ラ
棒
に
か
け
な
が
ら
押

す
難
し
さ
」
と
解
説
し
て
い

ま
す
。
㈱
天
吉
の
ヘ
ラ
絞
り

加
工
は
、
軟
材
の
ア
ル
ミ
、

「匠」採択に喜ぶ特殊部の社員一同

工
、
溶
接
、
組
立
』
と
様
々

な
加
工
を
一
品
も
の
か
ら
量

産
ま
で
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。熟

練
工
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
加
工
に
携
れ
る
多
能

〝
ス
ゴ
技
〟
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前
回
は
、
法
人
が
事
業
承
継
を
す
る
に
あ
た
り
、
節
税

策
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
個
人
事
業
主
の
事
業
承

継
の
際
に
必
要
な
手
続
と
注
意
点
を
紹
介
し
ま
す
。

継ぐ側と
継がす側の
留意事項

第5回

個
人
事
業
主
の
承
継

事
業
用
債
務
が
同
額
で
釣
り

合
っ
て
い
れ
ば
、
問
題
が
な

い
の
で
す
が
、
通
常
は
差
額

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
差
額
に

つ
い
て
、
１
１
０
万
円
を
超

え
る
と
贈
与
税
が
か
か
り
ま

す
。
引
き
継
ぐ
資
産
、
債
務

を
整
理
し
、
１
１
０
万
円
を

超
え
て
い
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

特
に
白
色
申
告
の
場
合
、

貸
借
対
照
表
を
作
成
し
て
い

な
い
の
で
、
資
産
と
債
務
の

残
高
の
洗
い
出
し
が
必
要
で

す
（
図
２
）。

贈
与
税
が
か
か
る
場
合
、

父
か
ら
子
な
ど
の
直
系
の
事

業
承
継
で
あ
れ
ば
、
相
続
時

精
算
課
税
制
度
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
、
２
５
０
０
万
円
ま
で
は

非
課
税
と
な
り
、
そ
れ
を
超

え
た
額
に
対
し
、
20
％
の
税

率
が
か
か
り
ま
す
。

た
だ
し
、
相
続
時
精
算
課

税
制
度
は
、
あ
く
ま
で
相
続

で
精
算
す
る
制
度
で
す
の

で
、
相
続
税
が
発
生
す
る
か

な
ど
、
検
討
を
し
て
か
ら
適

用
く
だ
さ
い
。

②
売
却
の
パ
タ
ー
ン

～
固
定
資
産
、
棚
卸
資
産
の

売
却
に
注
意

売
却
の
場
合
、
現
事
業
主

は
、
資
産
に
よ
っ
て
、
所
得

税
や
消
費
税
の
扱
い
が
変

わ
り
ま
す
（
表
１
）。
所
得

税
や
消
費
税
の
扱
い
が
変

わ
る
と
、
税
負
担
が
大
き
く

変
わ
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

土
地
や
建
物
は
、
売
却
し

た
年
の
１
月
１
日
現
在
で
、

所
有
期
間
が
５
年
か
ど
う

か
で
税
率
が
か
わ
り
ま
す
。

（
土
地
建
物
の
売
却
に
つ
い

て
は
、
承
継
時
に
売
却
を
す

る
か
、
賃
借
す
る
か
ど
ち
ら

が
有
利
か
を
検
討
く
だ
さ

い
。）車

両
、
器
具
備
品
、
構
築

物
等
は
、
総
合
課
税
の
譲
渡

所
得
と
な
り
ま
す
。

棚
卸
資
産
は
、
原
価
で
の

売
却
を
す
る
場
合
、
時
価

70
％
未
満
で
す
と
、
時
価
で

売
却
と
み
な
し
課
税
さ
れ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
た

だ
し
消
費
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。

③
引
継（
相
続
）の
パ
タ
ー
ン

～
消
費
税
の
納
税
義
務
の
判

定
に
注
意

事
業
を
行
っ
て
い
た
事
業

主
が
亡
く
な
り
、
相
続
と

な
っ
た
場
合
、
後
継
者
等
の

相
続
人
は
４
か
月
以
内
に
、

所
得
税
と
消
費
税
の
準
確
定

申
告
を
行
い
ま
す
。

ま
た
相
続
税
が
か
か
る
場

合
は
、
死
去
後
10
カ
月
以
内

に
、
相
続
税
申
告
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

後
継
者
は
、
消
費
税
の
納

税
義
務
の
判
定
が
必
要
で

す
。
２
年
前
の
売
上
高
が
１

０
０
０
万
円
を
超
え
る
か
ど

う
か
で
、
納
税
義
務
を
判
断

し
ま
す
。
し
か
し
、
相
続
で

事
業
を
承
継
し
た
場
合
、
こ

れ
ま
で
後
継
者
が
事
業
を
し

て
い
な
く
て
も
、
先
代
の
２

年
前
の
売
上
高
が
１
０
０
０

万
円
を
超
え
て
い
れ
ば
、
納

事
業
承
継
の
パ
タ
ー
ン

事
業
承
継
の
パ
タ
ー
ン
と

し
て
は

①
引
継
（
贈
与
）

②
売
却

③
引
継
（
相
続
）

と
な
り
ま
す
（
図
１
）。
承

継
先
は
、
個
人
か
会
社
等
に

分
類
で
き
ま
す
。
今
回
は
親

か
ら
子
へ
の
個
人
間
の
事
業

承
継
を
前
提
と
し
ま
す
。

事
業
承
継
で
の
注
意
点

①
引
継（
贈
与
）の
パ
タ
ー
ン

～
事
業
用
資
産
と
事
業
用
債

務
の
差
額
に
注
意

事
業
承
継
時
の
財
産
状
態

（
貸
借
対
照
表
の
残
高
）
を

そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
パ
タ
ー

ン
の
場
合
、
事
業
用
資
産
と

中
央
会
計
税
理
士
法
人

㈱
大
阪
中
央
会
計
事
務
所

税
理
士 

山
本
匡
人

様
々
な
パ
タ
ー
ン
か
ら
有
利
な
選
択
を

表 1　相続税の負担額の違い
売却する

資産 所得税の扱い 消費税の
扱い

土地 分離課税
譲渡所得 非課税売上

建物 分離課税
譲渡所得 課税売上

建物
付属設備

建物と一体なら
分離課税
譲渡所得

課税売上

一体でなけれ
ば、総合課税 課税売上

車両・
器具備品

総合課税
譲渡所得 課税売上

棚卸資産 事業所得 課税売上

図１　親から子への事業承継

先代 後継者

①引継（贈与）
②売却
③引継（相続）

図2　資産と債務の洗い出し

差額 

差額 ＞ 110 万円
（非課税枠）

＞110万円
（非課税枠）

超えた分に対して、贈与税がかかる

事業用資産
　売掛金　
　預金　等

事業用債務
　借入金等

｝
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続
税
の
対
策
が
必
要
で
す
。

青
色
申
告
が
お
す
す
め

事
業
主
が
こ
れ
ま
で
白
色

申
告
だ
っ
た
場
合
、
後
継
者

の
申
告
か
ら
は
青
色
申
告
に

切
り
替
え
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
青
色
申
告
の
特
典

を
以
下
に
ま
と
め
て
い
ま
す

（
表
２
）。

特
典
の
う
ち
、
青
色
申
告

特
別
控
除
が
最
も
大
き
い
特

典
で
す
。
た
だ
、
簡
便
な
記

帳
の
場
合
や
一
定
の
規
模
以

下
の
賃
貸
収
入
の
場
合
は
、

控
除
額
は
10
万
円
と
な
り
ま

す
。な

お
税
制
改
正
に
よ
り
、

平
成
32
年
度
か
ら
、
青
色
申

告
特
別
控
除
は
55
万
円
と
な

り
、
電
子
申
告
を
す
れ
ば

65
万
円
と
い
う
扱
い
と
な
り

ま
す
。

事
業
承
継
時
の
手
続
き

事
業
承
継
時
の
手
続
き

は
、
事
業
承
継
の
パ
タ
ー
ン

に
関
わ
ら
ず
、
廃
業
・
開
業
・

引
継
に
分
類
し
て
、
以
下
の

内
容
と
な
り
ま
す
。

（
１
）廃
業
の
手
続
き

①
廃
業
の
手
続
書
類
一
式

（
表
３
）

な
お
、
労
働
保
険
や
社
会

保
険
を
適
用
す
る
事
業
主

は
、
以
下
の
手
続
が
必
要
で

す
。

・
社
会
保
険
…
年
金
事
務
所

へ
、
適
用
事
業
所
全
喪
届

等
の
提
出

・
雇
用
保
険
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
、
雇
用
保
険
適
用
事

業
所
廃
止
届
等
の
提
出

・
労
災
保
険
…
労
働
基
準
監

督
署
へ
、
確
定
保
険
料
申

告
書
等
の
提
出

（
２
）開
業
の
手
続
き

①
開
業
の
手
続
書
類
一
式

（
表
４
）

た
な
卸
資
産
の
評
価
方
法

や
減
価
償
却
資
産
の
償
却
方

法
の
届
出
書
に
つ
い
て
は
、

通
常
は
特
に
提
出
し
な
く
て

も
大
丈
夫
で
す
。

た
だ
現
事
業
主
が
低
価
法

や
定
率
法
等
、
通
常
と
違
う

方
法
を
選
択
し
て
い
る
場

合
、
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。な

お
、
労
働
保
険
や
社
会

保
険
を
適
用
す
る
事
業
者

は
、
以
下
の
手
続
が
必
要
で

す
。

・
社
会
保
険
…
年
金
事
務
所

へ
、
新
規
適
用
届
等
の
提

出
・
雇
用
保
険
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー

税
義
務
が
あ
り
ま
す
。

事
業
用
不
動
産
の
承
継

に
つ
い
て

～
使
用
貸
借
か
賃
貸
借
か
売

却
か
有
利
な
選
択
を

親
か
ら
子
へ
の
承
継
の
場

合
で
あ
れ
ば
、
不
動
産
を
た

だ
で
貸
す
（
使
用
貸
借
）
こ

と
が
で
き
ま
す
。
使
用
貸
借

で
あ
っ
て
も
、
子
が
支
払
う

固
定
資
産
税
や
修
繕
費
は
子

の
事
業
上
の
経
費
に
で
き
ま

す
。た

だ
し
、
使
用
貸
借
と
す

る
と
、
父
の
相
続
税
上
は
、

不
動
産
の
評
価
が
下
が
り
ま

せ
ん
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。
将
来
相
続
税
が
発
生
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
事
業
承
継

が
落
ち
着
い
て
か
ら
で
、
き

ち
ん
と
賃
貸
借
契
約
を
結
ぶ

か
、
不
動
産
の
移
転
等
の
相

ク
へ
、
事
業
所
設
置
届
等

の
提
出

・
労
災
保
険
…
労
働
基
準
監

督
署
へ
、
労
働
保
険
関
係

成
立
届
等
の
提
出

（
３
）引
継
の
手
続
き

①
引
継
の
手
続
書
類
一
式

（
表
５
）

た
だ
し
、
退
職
金
制
度
等

を
見
直
し
、
精
算
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
脱
退
の
手
続
き
を

と
り
、
従
業
員
に
退
職
金
を

支
払
い
ま
す
。

②
従
業
員

従
業
員
と
、
再
度
雇
用
契

約
書
を
締
結
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

③
取
引
先
・
金
融
機
関
等
引

先
に
あ
ら
か
じ
め
告
知

し
、
口
座
等
の
変
更
手
続
や

契
約
書
等
の
結
び
直
し
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
覧

表
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
手
続
き

が
完
了
し
た
か
を
確
認
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

表 3　廃業の手続書類一覧
提出先 手続書類 注意点

税務署

個人事業の廃業届出書
所得税の青色申告の取りやめ届出書 青色申告の場合
事業廃止届出書 消費税課税事業者の場合
給与支払事務所の廃止届出書 給与を支払っている場合

所得税及び復興特別所得税の予定納
税額の減額申請書 予定納税がある場合

表 4　開業の手続書類一覧
提出先 手続書類 注意点

税務署

個人事業の開業届出書
所得税の青色申告承認申請書 青色申告の場合
青色事業専従者給与に関する届出書 身内に給与を支払う場合
給与支払事務所の開始届出書 給与を支払う場合
源泉所得税の納期の特例の承認に関
する申請

従業員が 10 人未満の場
合

たな卸資産の評価方法・減価償却資
産の償却方法の届出書 変更がある場合

都道府県
税事務所 個人の事業開始等申告書

表 5　引継の手続書類一覧
提出先 手続書類 注意点
中退共 共済契約者住所・名称変更届
小規模
共済

納付月数通算申出書兼契約申込書
（承継通算用）等

表 2　青色申告の特典
特典 内容

青色申告特別控
除で最大 65 万
円控除

一定の要件をク
リアすれば、65
万円控除が可
能。

家族の給与が全
額経費に

一定の要件をク
リアすれば、家
族の給与を全額
経費にできる

3 年間の赤字繰
越ができる

赤字を以後 3 年
間の黒字と相殺
できる

30 万円未満の
固定資産を一括
経費に

パソコン等の固
定資産を一括で
経費にできる

設備投資の特別
償却や税額控除

機械装置等の設
備投資に対する
節税措置が適用
できる
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峯ヶ塚古墳出土の
魚形装飾品

古市古墳群分布図

　昨年、堺市、藤井寺市、羽曳野市にまたがる「百舌鳥・古市古墳群」が世界文
化遺産登録の国内推薦に決定して以来、世界文化遺産がもたらす経済効果へ、期
待が高まっています。人口 83 万人の堺市は市への経済波及効果を１２００億円

（堺市政策研究所発表）と試算し、市長を先頭に市の財政力を活かした取り組み
を進めています。他方、人口 11 万人の羽曳野市は、市内 6 地区での自治会の区
長の集まりである連合区長会の会合に市長も参加するなど、行政が地域の声を汲
み上げる地道な登録活動を続けています。

「
百
舌
鳥・古
市
古
墳
群
」羽
曳
野
市
の
取
り
組
み
と
想
い

世
界
文
化
遺
産
登
録
へ
広
が
る

〝
元
気
な
都
市
〟づ
く
り

市
民
が
誇
り
に
思
う

羽
曳
野
市
へ

羽
曳
野
市
に
は
世
界
文
化

遺
産
登
録
予
定
古
墳
49
基
の

う
ち
、
10
基
が
住
居
地
と
隣

接
す
る
よ
う
に
存
在
し
て
お

り
、古
墳
都
市
と
い
え
ま
す
。

世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け

訪
問
者
を
ど
の
よ
う
に
迎
え

る
か
に
つ
い
て
、
南
里
世
界

文
化
遺
産
推
進
室
長
は
「
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
観

光
客
が
一
回
は
訪
ね
て
来
る

だ
ろ
う
。
大
事
な
の
は
リ

ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
も
ら
え

る
か
ど
う
か
だ
」
と
話
し
ま

す
。確

か
に
古
墳
は
見
た
目
に

森
が
あ
る
だ
け
で
す
。「
一

回
訪
ね
て
終
わ

り
と
な
ら
な
い

た
め
、
歴
史
の

掘
り
下
げ
や
埴

輪
づ
く
り
体
験
な
ど
工
夫
す

る
必
要
が
あ
る
」「
2
万
年

前
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
、
古

墳
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
遺

産
や
文
化
財
が
多
く
あ
る
羽

曳
野
市
の
地
域
資
源
を
活
か

す
工
夫
も
必
要
」
と
述
べ
ま

す
。
一
方
、
古
墳
近
く
の

ス
ー
パ
ー
が
看
板
を
外
す
な

ど
、
協
力
し
て
景
観
を
守
る

取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
何
よ
り
市
民
が
誇
り
に

思
い
、
仕
事
に
も
つ
な
が
る

世
界
文
化
遺
産
都
市
へ
の
想

い
を
語
り
ま
し
た
。

も
う
1
つ
が
地
場
産
業
で

あ
る
農
業
と
商
業
を
世
界
遺

産
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る

試
み
で
す
。
辻
村
産
業
振
興

課
長
は
「
市
の
特
産
品
で
あ

る
ブ
ド
ウ
や
ワ
イ
ン
、
イ
チ

ジ
ク
、
碓
井
豌
豆
（
ウ
ス
イ

エ
ン
ド
ウ
）
を
活
用
し
、
観

光
農
園
や
道
の
駅
、
地
元
商

店
街
な
ど
を
中
心
と
し
て
、

来
訪
者
が
求
め
る
「『
お
土

産
』
や
『
食
』
を
通
じ
、
地

域
が
活
性
化
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
」
と
話
し

ま
す
。
そ
の
中
心
を
人
づ
く

り
に
置
い
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
非
農
家
出
身
の

人
が
国
の
新
規
就
農
支
援
を

受
け
、
高
齢
化
進
む
ブ
ド
ウ

栽
培
地
域
へ
農
家
と
し
て
就

農
し
た
例
や
20
代
の
女
性
が

創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
て

経
営
を
学
ん
で
市
内
に
喫
茶

店
を
出
店
す
る
と
い
う
例
も

生
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
さ
に
、

古
市
古
墳
群
の
世
界
文
化
遺

産
登
録
を
人
を
中
心
に
地
場

産
業
作
り
、商
店
街
づ
く
り
、

元
気
な
都
市
づ
く
り
へ
進
め

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
者
の
感
想

今
回
、
取
材
を
通
じ
て
、

大
阪
市
近
郊
の
中
都
市
で
あ

る
羽
曳
野
市
が
財
政
、
人
材

も
限
ら
れ
た
中
で
登
録
活
動

を
通
じ
、
市
民
参
加
に
よ
る

都
市
づ
く
り
へ
の
気
運
が
高

ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
市
民
か
ら
は
「
私
が

住
む
市
は
歴
史
文
化
豊
か

な
、
え
え
と
こ
ろ
で
す
」。

来
訪
者
か
ら
は
「
お
も
て
な

し
」
と
な
る
食
文
化
と
も
合

わ
さ
り
「
古
市
古
墳
の
あ
る

羽
曳
野
は
面
白
い
、
ま
た

行
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
世

界
遺
産
都
市
へ
発
展
さ
れ
ま

す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

（
訪
問
者　

小
田
利
広
）

住居地と古墳が隣接している風景
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大
阪
を
　
　
　
　
で
潰
さ
ん
と
い
て
ん
か

カ
ジ
ノ

大
阪
市
此
花
区
に
あ
る
大
阪
湾
の
埋
め
立
て
地
「
夢
州
（
ゆ
め
し
ま
）
３
９
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
」

へ
、
松
井
知
事
、
吉
村
市
長
は
「
２
０
２
５
年
大
阪
万
博
１
７
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
」
と
併
せ
、
総

合
リ
ゾ
ー
ト
施
設
（
以
下
、
Ｉ
Ｒ
）
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
、
周
辺
整
備
含
め
３
千
億
円
と
も

言
わ
れ
る
「
国
際
博
打
場
、
カ
ジ
ノ
」
大
型
建
設
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
10
月
４
日
、

東
住
吉
会
館
で
ひ
ら
か
れ
た
「
カ
ジ
ノ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
桜
田
阪
南
大
学
教
授
と
清
水
忠

前
日
本
共
産
党
衆
議
員
の
講
演
か
ら
、
カ
ジ
ノ
と
大
阪
市
の
経
済
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

市
民
の
生
活
を
破
壊

ま
ず
、
夢
州
に
で
き
る
カ

ジ
ノ
に
入
場
す
る
の
は
外
国

人
で
な
く
、
大
阪
市
民
を
始

め
と
す
る
日
本
人
で
す
。
大

阪
観
光
局
資
料
に
よ
る
と
、

昨
年
、
来
阪
し
た
外
国
人
観

光
客
１
千
１
１
１
万
人
の
目

的
は
、
道
頓
堀
、
日
本
橋
な

ど
で
の
食
道
楽
や
買
い
物
や

歴
史
建
造
物
、
町
並
み
見
物

で
す
。
大
阪
へ
の
訪
日
が
一

番
多
い
韓
国
人
２
４
１
万
に

つ
い
て
、
韓
国
で
は
海
外
で

カ
ジ
ノ
へ
入
場
す
る
の
を
法

律
で
禁
止
し
て
い
ま
す
。
入

場
す
る
と
罰
せ
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
カ
ジ
ノ
へ
入
場
す
る

と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

集
客
を
図
る
た
め
、
Ｉ
Ｒ

内
に
、
家
族
連
れ
で
過
ご
せ

る
娯
楽
施
設
、
安
く
て
美
味

し
い
飲
食
店
、
み
や
げ
も
の

店
、
新
鮮
な
野
菜
や
魚
が
買

え
る
市
場
な
ど
の
開
設
が
予

定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、

市
内
で
営
業
す
る
商
店
の
売

上
の
落
ち
込
み
、
借
金
や
資

金
繰
り
に
苦
し
む
中
小
企
業

の
事
業
主
が
、
す
が
る
思
い

で
入
場
料
６
千
円
を
払
っ
て

博
打
を
打
ち
、
負
け
る
と
カ

ジ
ノ
か
ら
賭
け
金
を
借
り
て

し
ま
う
。
あ
っ
と
い
う
間
に

何
千
万
円
、
何
億
円
も
の
借

金
を
作
る
「
取
立
て
屋｣

か

ら
追
わ
れ
、
自
己
破
産
、
市

民
生
活
崩
壊
へ
と
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

カ
ジ
ノ
＝
地
域
振
興
の

ウ
ソ今

回
、
夢
洲
に
建
設
予

定
さ
れ
て
い
る
世
界
最
大
規

模
の
カ
ジ
ノ
は
、
年
間
４
兆

円
ほ
ど
の
掛
け
金
が
飛
び
交

い
、
２
８
０
０
億
円
程
の
粗

利
益
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

大
阪
市
・
府
は
カ
ジ
ノ
税

30
％
、
８
４
０
億
円
ほ
ど
、

う
ち
半
分
の
税
収
４
２
０
億

円
の
見
込
み
か
ら
地
域
振
興

に
つ
な
が
る
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
２
０
１
７
年
度
の
大

阪
市
の
税
収
６
７
５
４
億
円

の
う
ち
、
市
民
税
（
個
人
市

民
税
１
５
０
５
億
円
、
法
人

市
民
税
１
３
１
１
億
円
）
は

２
８
１
６
億
円
と
な
り
、
税

収
の
４
割
を
占
め
ま
す
。
先

述
し
た
よ
う
に
借
金
地
獄
か

ら
、
自
己
破
産
や
商
売
が
困

難
に
な
る
と
、
個
人
市
民
税

も
中
小
企
業
の
事
業
所
か
ら

入
る
法
人
市
民
税
も
大
き
く

減
り
ま
す
。
地
域
振
興
ど
こ

ろ
か
地
域
破
壊
そ
の
も
の
で

す
。

「
カ
ジ
ノ
あ
か
ん
」の
一

点
で
共
同
を
強
め
よ
う

７
月
20
日
、
国
会
で
カ
ジ

ノ
法
が
成
立
し
ま
し
た
が
、

法
律
が
成
立
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
カ
ジ
ノ
建
設
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
む
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
実
施
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
チ
ェ
ッ
ク
と
時
間
を

要
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
住

民
投
票
で
の
多
数
に
よ
る
カ

ジ
ノ
否
決
や
議
会
の
中
で
、

カ
ジ
ノ
推
進
議
員
を
減
ら
せ

ば
、
カ
ジ
ノ
は
止
め
ら
れ
ま

す
。
カ
ジ
ノ
と
は
な
に
か
、

な
ぜ
「
大
阪
万
博
」
誘
致
に

隠
れ
て
誘
致
し
よ
う
と
す
る

の
か
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

先
に
あ
っ
た
大
阪
北
部
地

震
や
台
風
被
害
か
ら
も
、
カ

ジ
ノ
よ
り
災
害
に
強
い
大

阪
市
へ
税
金
を
使
う
べ
き
で

す
。
カ
ジ
ノ
あ
か
ん
の
一
点

で
、
地
域
の
経
済
を
支
え
て

い
る
中
小
企
業
か
ら
も
運
動

を
強
め
ま
し
ょ
う
。

（
編
集
委
員
会
）

夢
州
へ
の
統
合
リ
ゾ
ー
ト（
Ｉ
Ｒ
）誘
致
を
考
え
る

東住吉会館で開かれたカジノシンポジウム（10 月４日）

カ
ジ
ノ
予
定
地
の
地
図
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「
過
去
は
変
え
ら
れ
な

い
け
ど
、
未
来
は
変
え

ら
れ
る
」。

「
人
生
や
り
直
せ
な
い

ん
だ
し
、何
が
正
し
か
っ

た
か
な
ん
て
分
か
ら
な

い
。（
中
略
）
今
が
正

し
け
れ
ば
過
去
も
正
し

か
っ
た
っ
て
こ
と
に
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」。

最
初
の
台せ
り
ふ詞
は
、
映

画
『
コ
ー
ヒ
ー
が
冷
め

な
い
う
ち
に
』。
後
の

台せ
り
ふ詞

は
、
小
説
『
君
の

思
い
出
が
消
え
た
と
し

て
も
』
の
中
に
出
て
く

る
も
の
だ
。

ど
ち
ら
の
主
人
公
も
、

過
去
の
自
分
の
言
動
に

後
悔
し
て
、
悩
み
苦
し

み
な
が
ら
現
在
を
生
き

て
い
る
。
あ
る
出
来
事

4

4

4

4

4

を
き
っ
か
け
に
、
自
分

の
後
悔
と
向
き
あ
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
現
在
や

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
、

考
え
方
を
変
え
て
前
に

進
ん
で
行
く
と
い
う
物

語
で
あ
る
。

そ
こ
で
ふ
と
考
え
る
。

自
分
に
も
二
度
と
思
い

出
し
た
く
な
い
よ
う
な

後
悔
が
、
数
え
切
れ
な

い
ほ
ど
あ
る
。
し
か

し
、
あ
る
出
来
事

4

4

4

4

4

が
起

こ
る
可
能
性
も
低
い
の

で
、
今
日
一
日
を
何
と

か
生
き
て
さ
え
い
れ
ば
、

後
悔
と
も
そ
の
う
ち
向

き
合
え
る
よ
う
に
な
る

か
な
と
。
若
い
こ
ろ
は

苦
く
て
飲
め
な
か
っ
た

コ
ー
ヒ
ー
が
、
大
人
に

な
っ
て
美
味
し
く
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
。

（
都
築
照
幸
）

事務局だよ
り

10
月
14
日
（
日
）
に
大
阪

城
公
園
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
が
開
催

10
月
4
日
、
関
中
協
会
館

に
て
、
円
滑
な
事
業
承
継
へ

向
け
、
事
業
主
か
ら
承
継
者

へ
の
期
待
や
悩
み
な
ど
話
し

合
い
ま
し
た
。

10
月
18
日
（
木
）
平
野
区

区
民
ホ
ー
ル
と
、20
日
（
土
）

関
中
協
会
館
に
て
、
確
定
申

告
に
向
け
、
新
自
主
計
算

ノ
ー
ト
の
使
い
方
学
習
会
を

会
員
へ
お
こ
な
い
ま
し
た
。

今
年
も
元
気
に

マ
ラ
ソ
ン
完
走

事
業
承
継
の
悩
み

経
営
者
と
対
話

確
定
申
告
に
向
け

自
主
計
算
学
ぶ

10
月
活
動
記
録

豊
か
な
実
り
の
あ
る
季
節

何
と
か
生
き
て
さ
え
い
れ
ば

過
去
の
後
悔
と
も
向
き
合
え
る

担
当
：
城
塚
弁
護
士（
大
阪
法
律
事
務
所
）

場
所
：
関
中
協
会
館

10
月
11
日
㈬
（
要
予
約
）18
時
30
分
〜
20
時

次
回 

11
月
８
日
㈬ 

毎
月
第
２
水
曜
日

定
例
法
律
相
談

※

お
急
ぎ
の
場
合
は
事
務
局
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い

担当：城塚弁護士（大阪法律事務所） 場所：関中協会館
10月10日㈬（要予約）18時30分～20時

次回 11月14日㈬ 毎月第2水曜日

定 例 法 律 相 談

お急ぎの場合は事務局
まで連絡ください

担当：城塚弁護士（大阪法律事務所）　場所：関中協会館
次回8月8日（水）　毎月第２水曜日

7月18日（水）（要予約）18時30分～20時

お急ぎの場合は事務局まで連絡ください

担当：城塚弁護士（大阪法律事務所）
場所：関中協会館

次回4月14日（水）　毎月第２水曜日

3月14日（水）

お急ぎの場合は事務局まで連絡ください

定 例 法 律 相 談

定 例 法 律 相 談
（要予約）
18時30分～20時

担当：城塚弁護士（大阪法律事務所）
場所：関中協会館

次回12月12日（水）　毎月第２水曜日

11月14日（水）

お急ぎの場合は事務局まで連絡ください

定 例 法 律 相 談
（要予約）
18時30分～20時

告　知　板

親睦会ミニ通信

さ
れ
、
関
中
協
か
ら
２
チ
ー

ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
か
ん

ち
ゅ
う
森
の
妖
精
チ
ー
ム

は
、
森
岡
さ
ん
・
真
生
ち
ゃ

ん
親
子
、
森
岡
さ
ん
の
お
知

り
合
い
の
達
城
さ
ん
・
舞
輔

ち
ゃ
ん
親
子
、
杤
原
さ
ん
・

奈
歩
ち
ゃ
ん
親
子
の
6
名
。

関
中
協
御
用
達
チ
ー
ム
は
、

森
野
さ
ん
、
前
田
さ
ん
、
矢

川
さ
ん
、
事
務
局
の
都
築
・

重
信
の
５
名
。

当
日
は
秋
晴
れ
で
暑
い
中

で
し
た
が
、
２
チ
ー
ム
と
も

見
事
に
完
走
で
き
ま
し
た
。

タ
イ
ム
は
、
か
ん
ち
ゅ
う
森

の
妖
精
チ
ー
ム
が
1
時
間
51

分
、
関
中
協
御
用
達
チ
ー
ム

●インフルエンザ予防接種のご案内
〔期間〕11 月 1日〜日 1 月 31日まで 
新大阪病院（生野区田島 1-16-6）
会員の方は同封されていますチラシを
受付けに持参ください。※複数名で
お越しの際は新大阪病院の担当者 ( ☎
06-6758-1631) へ連絡願います。
　
●関中協会員の事業承継に関する中間
報告会　12 月 3 日（月）
19 時～ 20 時半　関中協会館　
報告　橋本　博（中小企業診断士）
＊大阪府から助成金を受けて会員から
の聞き取り、アンケートからの中間報告
です。
　
●運動の到達（10 月 23 日現在）
消費税率アップ引き上げ反対 150 筆
営業実態アンケート回収 60 件

■将棋クラブ
○ 11 月 14 日（ 水 ）、21 日（ 水 ）、
28 日（水）午後 7 時～　関中協会館

が
1
時
間
38
分
で
し
た
。

企
画
へ
の
参
加
、
参
加
を

呼
び
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
皆

様
、
応
援
に
来
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
？

の
参
加
、
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
！
（
重
信
夏
樹
）

リレーマラソンに参加した関中協チームの皆さん

事業承継へ本音を出し合った事業主との話し合い

所得によって変わる控除額をチェック
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表１ 配偶者（特別）控除額　（出所）国税庁資料引用

配偶者 ( 扶養される人 ) の
パート収入

本人 ( 扶養する人 ) の合計所得金額
（給与所得だけの場合の給与等の収入金額）

900 万円以下
（1,120 万円以下）

900 万円超 950 万円以下
（1,120 万円超
1,170 万円以下）

950 万円超 1,000 万円以下
（1,170 万円超
1,220 万円以下）

配偶者控除額 103 万円以下 38 万円 26 万円 13 万円

配偶者
特別控除額

103 万円超 150 万円以下 38 万円 26 万円 13 万円
150 万円超 155 万円以下 36 万円 24 万円 12 万円
155 万円超 160 万円以下 31 万円 21 万円 11 万円
160 万円超 166.8 万円未満 26 万円 18 万円 9 万円
166.8 万円以上 175.2 万円未満 21 万円 14 万円 7 万円
175.2 万円以上 183.2 万円未満 16 万円 11 万円 6 万円
183.2 万円以上 190.4 万円未満 11 万円 8 万円 4 万円
190.4 万円以上 197.2 万円未満 6 万円 4 万円 2 万円
197.2 万円以上 201.6 万円未満 3 万円 2 万円 1 万円
201.6 万円以上 0 万円 0 万円 0 万円

年末前にもう一度確認! 配偶者控除・配偶者特別控除
所得によって変わる控除額をチェック
平成 30 年度の所得税の計算から、配偶者控除・配偶者特別控除について収入基準と控除額が変更されてい

ます。昨年末にも会報でお知らせいたしましたが、今一度確認しておきましょう。
今までは、配偶者（特別）控除を受ける場合、配偶者の所得により控除額が決まっていましたが、平成 30
年度からは本人（扶養する人）の所得と配偶者（扶養される人）の所得との関係により、控除額が変わるこ
ととなります。配偶者にパート等で収入がある場合には、正確な所得を確認する必要があります（表 1）。
（注）本人の所得が 1,000 万円（給与収入 1,220 万円）を超える場合には控除は受けることができません

よくある質問
Q：給与収入と所得は違うの？　税金との関係は？
A：自営業の場合「収入－経費＝所得」ですが、サ
ラリーマンの場合は、「給与収入－給与所得控除＝
所得」です。給与所得控除は、簡単にいえば経費に
当たるようなもので、給与収入の額によって変わり
ます。所得が基礎控除の 38 万円を超えると所得税
がかかってきますが、給与収入が 103 万円の場合、
給与収入 103 万円－給与所得控除（65 万円）＝所得
38 万円、所得 38 万円－基礎控除 38 万円＝ 0とな
るため所得税がかからず、配偶者控除の対象にもな
ります。103 万円の壁といわれるのはこのためです。
ただ、市民税の場合は35万円が基礎控除となるため、
100 万円が壁となります。（未成年者、障害者、寡婦、
寡夫を除く）。また、社会保険（協会けんぽや組合
健保）の扶養の条件は給与収入で 130 万円です。

Q：103 万円を超えると控除は受けられない？
A：表 1のとおり、103 万円を超えても収入に応じて

配偶者特別控除は受けられます。給与収入が増えれ
ば控除の額は減りますが、控除額だけでなく、それ
ぞれの生活環境に応じて、働き方を考慮されたほう
がいいと思います。ただ、1,000 円収入が増えたこと
によって 5万円控除が減ったということがないよう、
今からでも調整可能であれば、表 1を参考に調整し
てください。

Q: 年末調整って？
A: サラリーマンの場合は、毎月の給与から、その
年の所得税や市民税があらかじめ差し引かれていま
す。そのうち所得税については、給与等の額により
概算で引かれているため、12 月の給与で、その年
の正確な扶養家族の状況、支払った社会保険料、生
命保険料等の控除を会社に申告し、正しい所得税額
を計算してもらいます。そして、今まで差し引いて
きた所得税額と精算するのが年末調整です。この調
整後の金額が、市役所にまわり市民税が計算されま
す。（関連記事：８面参照）

（都築照幸）
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ショッパーズ・ハイ！

大切な人とつながる。

新年のはじまりに、味わう幸。
お歳暮早期割引：11月30日（金）まで

おすすめベストギフト
が15％、10％引き。近鉄 冬の贈りもの

2019 年 近鉄のおせち料理

生野生産協同組合　☎ 06（6712）5491（代）

◆電話：12月15日（土）まで（☎0120-345-342）
◆インターネット：12月24日（月・振休）午後6時まで　◆店舗：12月25日（火）まで

おせち
ご予約承り

源泉所得税12月分（年末調整）の納期限は平成31年1月10日(木)です。
納期の特例を受けている場合は1月21日（月）です。

年末調整をするにあたっては、次の書類が必要です。従業員等から提出を受ける書類もありますので
お早めにご準備ください。（関連記事：7 面参照）

年末調整 必要書類のご準備を

①賃金台帳・源泉徴収簿
社会保険料、源泉所得税、住民税、雇用保険等を
記載したもの

②扶養・配偶者特別控除申告書、
　保険料申告書
・配偶者控除・配偶者特別控除が変更になってい
ます、必ず配偶者の給与収入（所得）を確認、
記入してもらってください。

・扶養家族の内容（氏名・生年月日・収入等）を
記載した申告書と保険料等の控除証明書を必ず
提出してもらってください。証明書類がない場
合には控除が出来ません。

③住宅ローン控除（該当者のみ）
給与所得者の住宅借入金等特別控除申告書（税務
署発行）と金融機関の残高証明書

④その他
税務署から郵送された年末調整書類一式、印鑑等

＜注意＞
◎扶養家族の給料収入等は必ず確認してくださ
い。所得基準を超えている場合、税務署から確
認の文書が送付されます。

◎マイナンバーの記載等について、ご不明な点は
事務局にお問い合わせください。

大阪市立大学商学部
公共経営学科開設記念公演

【日時】　11月16日（金）　18時10分開演（17時40分開場）、
　　　　11月17日（土）、18日（日）　14時00分開演（13時30分開場）

【場所】　大阪市立大学 杉本キャンパス田中記念館ホール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大阪市住吉区杉本3-3-138）
入場無料、申し込み不要、どなたでも参加可

ストーリー　存亡の危機に瀕する商店街を救うため、真知子と地域の仲間達が奮闘するが…。
学んで、笑えて、ちょっぴり泣ける、青春エデュテイメント中小企業コメディ！

脚本：大阪市立大学商学部教授 本多 哲夫／出演：エデュテイメンツ／協力：日本中小企業学会西部部会／主催：大阪市立大学商学部


